
大
正
同
年
六
昭
二
十
『
日
館
三
種
郵
偲
駒
割
可

m

・M
-
岡
一
回
寵
符
》

?dLyl--サ

老一+ニ箪

辛子皆目 一 月 七 年 四十正式

聾一摂

r-、 i

禁 i

捨

聞

書

鳳

/
国
債
利
子
及
官
吏
俸
給
の
兎
税
・
・
・
・
・
法
事
博
士

否
自
殺
統
計
論
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
目
・
・
法
皐
博
士

米
慣
ご
関
税
ご
の
関
係
に
就
て
・
・
・
・
法
問
中
博
士

語

脇

謙

油

商
品
堆
積
の
理
論
・
・
-
目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
樫
盟
主

じ
に

1

一
意
義
井
に
標
準
に
就
て
・
・
・
経
一
宮
申
士

マ
ク
ス
ル
の
絶
封
地
代
ご
債
値
法
則
・
経
憐
皐
士

都
棺

錦
園
町

パ
ン
タ
レ
オ
ニ
氏
業
績
の
回
顧
・
・
・
経
済
棋
士

げ
れ

U
2
・
新
マ
ル
サ
ス
主
義

E

目
・
経
済
砂
土

統
計
拾
穂
抄
・
・
・
.....•.... 

-
法
空
間
士

京
都
品
w
聞
大
地
平
経
済
準
命
日
大
曾
記
事

池
崎

A
7

大
正
ナ
阿
年
闘
勢
調
査
施
行
令
・
央
業
統
計
調
査
令
・
的
検
舶
査
規
定
中
ノ
改
正

J
 

F
M
 

轄

載

) "11 

神

戸
B

正

雄

財

部

静

治

河

田

嗣

郎

谷

口

吉

彦

小
川
一
晒
太
郎

入
木
芳
之
助

委財岡柱

部崎戸j

静文孝

員 治規児



4 

L〆

方

Lノ

ニ〆

の

意

義

v 

フ

}世

其

標

準

に

}~i 

て

• 

)1( 

市品

太

頁目

-予・目目，.，d

ー仁3

4
V
フ
V
1
V
オ
ン
(
『

P
F
E
B
)
な
る
一
言
葉
は
、
我
闘
に
於
て
通
常
、
「
通
貨
膨
脹
」
又
は
つ
通
貨
の
過
剰
」
ぜ
諜

さ
れ
て
ゐ
る
が
、
通
貨
が
膨
脹
し
て
ゐ
る
又
は
過
剰
で
あ
る

t
v
ふ
か
ら
に
は
、
或
一
定
山
正
常
ご
す
べ
き
通
貨

量
ポ
知
ら
れ
て
居
っ
て
其
以
上
に
通
貨
が
多
〈
な
っ
て
ゐ
る

4

】
ご
を
指
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
伐
に
思
は
れ

る
。
又
、

4
Y
ア
レ

l
v
オ
ン
な
る
も
の
が
、
「
貨
幣

ω
一
の
病
気
」

(μ

自
0
5百
円
可
島
自
宮
内
)
で
あ
る
ご
す
れ
ば
、

其
針
策
を
講
宇
る
上
に
於
E
、
強
め
正
指
ご
せ
ら
れ
る
イ
ン
フ
レ

l
v
オ
ン
に
非
る
場
合
が
如
何
な
る
紋
態
争
指

す
か
正
い
ふ
こ
ご
も
知
ら
れ
て
居
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

E
思
は
れ
る
o

是
れ
恰
も
人
間
り
膿
渦
が
四
十
度
に
上
っ
た
時

に
、
ぞ
れ
が
高
き
に
池
内
、
る
も
の
で
ゐ
る
ご
い
ひ
得
る
は
、
正
怖
で
あ
る
べ
き
慌
福
は
大
凡
三
十
七
度
前
後
で
ゐ

る
ニ
芭
が
珠
め
明
か
に
な
っ
て
ゐ
る
が
縛
め
で
あ
り
、
且
つ
其
れ
を
標
準
正
し
て
宜
向
、
吉
館
山
川
を
其
貼
迄
下
げ
る
療

法
を
講
中
る
こ
ご
が
出
来
る
の
正
岡
ヒ
理
由
に
基
〈
も
の
で
あ
る
o
然
ら
ば
、
議
に
問
闇
附
言
す
る
4
Y
フ
V
1
シ

ォ

V

に
就
て
は
、
並
(
れ

t
然
ら
fc
る
も
の
正
の
凪
別
は
何
を
標
準
芭
し
て
分
っ
か
、
叉
正
常
な
る
通
貨
の
量
を
決

J拾

イ
ン
7

レ
i
シ
オ
ン
の
意
義
井
に
共
M
M
山
中
に
就
て

(
第
一
一
拙

兆

部
二
十
一
巻

ブL

) 

ゾι

J. S. Nicholsbn， Tnflation， 19f9 p. 48 1) 
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1

1

1

 

ー-'

"rdt 

ヲ巨

イ
ン
フ
レ

l

シ
オ
ン
山
忠
義
井
に
江
川
砧
昨
に
就

c

弟
二
十
一
容

へ
第
一
時

}， 

}， 

定
す
る
標
準
を
何
に
求
め
る
か
、
真
に
北
(
根
協
は
那
逃
に
存
す
る
か
ご
い
ム
が
如
き
疑
問
を
生
す
る
o
私
は
以
下

に
於

τ、
多
〈
山
一
論
者
が
イ
ン
ア
レ

1
V
オ
ン
の
定
義
或
は
意
義
、
己

14
て
掲
げ
て
ゐ
る
も
の
に
就
て
、
其
意
味
並

に
共
論
様
正
す
る
ぜ
こ
ん
を
た
づ
ね
、
ぞ
れ
に
似
て
右
り
疑
問
を
解
き
得
る
か
育
か
、
其
他
に
術
方
法
が
あ
る
か

否
か
の
考
北
却
を
少
し
〈
進
め
よ
う
己
思
ふ
も
の
で
あ
る
。

f 
./ 

フ
レ

i
シ
オ

ン

に
典
へ
ら
れ
た
る
定
義
ご
其
論
掠

イ
ン
フ
レ

1
シ
オ
ン
の
問
旭
は
特
に
欧
州
戦
守
山
り
附
折
以
来
盛
ん
に
論
性
ら
る
、
一
慌
に
な
っ
た

ω
で
あ
る
が
、

北
(
導
火
線
ど
も
い
γ

ふ
べ
き
は
、
常
時
交
戦
諸
凶
じ
於
て
戦
争
を
け
納
行
す
る
た
め
に
、

政
府
が

(
利
枕

ω徴
枚
以
外

に
於

τ)
日
制
り
紙
幣
や
公
依
を
遊
行
し
戒
は
銀
行
よ
り
多
初
の
伝
川
を
獲
得
し
た
一
て
己
に
依

τ通
貨
が
非
情
に

増
加
す
る
ご
共
に
、

二
川
に
は
物
恨
の
著
し
き
勝
負
を
生
じ
た
己
レ
ム
事
貨
に
存
す
る
己
い
』
ニ
ご
が
出
来
る
o

而
L
t
此
物
仰
の
若
L
き
勝
良
の
派
閥
正
し
て
は
、

通
貨
的
非
什
巾
な
る
増
加
ご
い
ふ
事
貨
の
外
に
、
向
、
戦
争
遂

行
の
た
め
に
若
干
の
有
機
則
的

2

崎
市
裂
が
此
叫
ん
に
な
b
共
生
産
の
活
に
、

戒
は
戦
役
北
(
も
の
、
た
め
に
労
働
力
が
作
品

社
ぜ
ら
れ
、

他
的
有
憾
則

ω生
産
に
向
げ
ら
る
、
労
働
力
が
少
(
な
っ
工
後
者
山
有
慨
財
の
供
給
が
少
〈
な
つ
仕

ピ
レ
ふ

4
・
討
が
有
力
な
る
も
の
ピ
し
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
o

従
っ
て
論
者
が
烈
へ
て
ゐ
る
イ
Y

フ
レ

1
シ
オ
ン

ω

意
義
又
は
定
義
を
見
る
に
何
れ
も
・
-
寸
池
袋
山
供
給
的
非
川
町
巾
な
る
増
加
二
有
蹴
財
め
生
産
の
減
少
一
ゴ
物
舗
の
非
常

(

(

 

な
る
附
胸
中
H
の
三
ク
の
事
買
に
注

nし
て
、
表
面
よ

h
或
は
一
皿
車
両
よ
り
考
山
捺
し
て
ゐ
る
こ
ど
が
若
取

L
符
ら
れ
る
の
一

J勾欄桝伊

で
あ
る
。



今、

4
Y
7
v
l
v
ォ

y
の
定
義
又
は
意
義
ご
し
て
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
、
中
で
、
略
々
同
後
な
る
意
味
を

)
 

現
は

L
て
ゐ
る
ご
思
は
れ
る
も
の
を
集
め
℃
類
別
す
る
ご
次
の
如
(
で
あ
る
。
其
一
は
「
通
貨

ω供
給
が
商
業
上

叉
は
商
取
引
上
の
必
要
以
上
に
超
過
し
て
、
成
っ
て
、
其
超
過
の
た
め
に
物
債
の
騰
貨
を
来
す
こ
己
」
を
指
す
も
の

で
み
っ
て
、
同
町
田
自
耳
日
が
「
イ
ン
フ
レ

1
V
土

J

な
る
言
葉
を
使
用
す
る
者

ω大
部
分
仁
共
通
な
る
一
柳
念
」
正

し

τ掲
げ
、
且
つ
彼
が
イ
ン
ヌ
レ

1
v
i
y
に
閲
す
る
統
計
的
研
究
に
於
て
用
ひ
て
ゐ
る
意
義
に
相
賞
す
る
o

叉、

印己目
m
E
E
n
の
い
ふ
イ
ン
フ
レ

l
v
ォ

y
も
殆
ん

E
同
意
味
で
あ
る
o
(
註
一
)
苫
て
此
定
義
に
於
て
は
、
若
し
通
貨

の
供
給
が
商
業
上
の
必
要
以
上
に
超
過
す
る
な
ら
ば
、
北
(
超
過
の
た
め
に
必
宇
物
舗
の
騰
貨
を
来
す
も
の
で
ゐ

ご
い
ふ
意
味
が
合
ま
れ

τゐ
る
徒
に
思
は
れ
る
。

る、
註

問。

E
E司
2
は
「
イ
ン
ア
レ

l
シ
J
4

ン
な
る

J
架
を
曲
川
ず
る
布
の
大
部
分
に
井
泊
な
る
一
内
調
念
は
『
泊
究
(
内
一
月
己
記

E
m
日

E-P)

t
r
ν
B
K
r

一一t
d
y

白
川
供
給
が
、
商
取
引
の
品
川
r
を
必
過
せ
る
こ
と
、
印
ち
、
貨
幣
且
び
疏
通
信
用
の
何
れ
か
一
方
又
は
立
方
出
過
多
で
あ
っ
て
、
北
過
多
な
る
こ
正

〉

-

F

ル

守

ル

ピ

少

子

出
物
問
山
崎
北
を
抗
高
せ
し
め
る
こ
ム
」
』
て
あ
る
L
と
な

L
、

mo--同
日
一
戸
ロ
ロ
は
「
イ
ン
フ
レ
l
シ
オ

γ
と
は
、
正
由
な
る
物
倒
水
刊
に
於
て
、
商
取

'
A

ト

ヲ

ン

ポ

タ

シ

ヨ

レ

サ

T
キ
ユ
レ
E
ν

亘

ン

ハ

U

引
を
僻
む
た
め
に
明
町
に
品
川
世
&
せ
ら
れ
る
よ
り
も
多
叫
に
、
泊
貨
が
存
泊
す
る
と
と
で
あ
る
」
と
い
ふ
。

次
に
、
共
ニ
は
「
通
貨
の
供
給
が
、
財
貨
の
生
産
の
増
加
に
比
例
的
な
る
よ
h
も
以
上
に
増
加
せ
る
こ
ご
」
を
指

す
も
の
で
ゐ
っ
て
、

E
m
E
が
イ
ン
フ
レ

1
V
オ
ン
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
る
定
義
で
あ
る
ご
し

τ
掲
げ
て
ゐ
る
も
り

に
相
賞
す
る
。
其
例
は
問
弁
2
占
=
『
が
、
良
〈
定
義
せ
ら
れ
て
ゐ
る
ご
し
て
引
用
せ
る
、
雑
誌
開

2
5
E
Z
に

現
は
れ
た
る
も
の
及
び
印
百
三

Z
♀
巳
一
三
米
閥
聯
邦
準
備
局
報
告
に
見
る
こ
さ
が
出
来
る
O

(

同
一
一
)
此
第
二
の

定
義
に
於
て
は
、
共
意
味
の
イ
ン
フ
レ

l
シ
オ
ン
が
生
じ
た
時
に
は
「
物
債
の
騰
貴
」
を
来
す
ご
レ
ム
ニ
ピ
は
示
百

冨E

苑

イ
ン
フ
レ
i
シ
オ
ン
の
意
義
井
に
其
株
単
に
就
て

第
二
十
一
容

停

就

丸
三
)

ゾL

(Amc:ricarr Economic Review. June E. ¥月V. Kcmlnerer. '‘ In孔ation.. 

1918• P・247)
E. R. A. Seligmann. Curency Infl礼tionand Pllblic Debts. 1921目 p.10 

重
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'
J
I
h
h
d
uト

u
f
J
h
-
J

id主

持L

第
二
十
一
審

イ
ツ
7

レ
l
シ
オ
ン
申
意
義
井
に
共
加
平
に
就
て

主再

宮車

丸
凹
)

九
p'l 

れ
て
は
ゐ
な
い
が
、
然

L
此
定
義
を
別
へ
て
ゐ
る
者
も
、
か
、
る
帥
肌
態
を
生
じ
た
時
に
は
、
そ
れ
が
た
め
に
物
倒

の
騰
貨
を
超
す
も
の
で
あ
る
ご
レ
ふ
こ
E
を
陪
賦
に
認
め

τゐ
る
ピ
解
す
る
こ
ピ
が
出
来
る
。

(
位
二
)
H
M
-

向
O
Z

は
「
イ
ン
フ
レ

l

シ
同
ン
由
中
山
ピ
ュ
ア
ー
な
る
一
ん
識
は
、
北
庄
の
相
作
へ
る
柑
加
に
比
例
的
な
る
よ
り
も
以
ー
の
貸
借
山
相
加
て

ー

あ
る
と

h
挺
す
る
」
と
越
ペ
て
ゐ
る
。
也

L
此
定
義
は
純
白
採
川
す
る
も
自
で
は
な
い
。

何
百
ロ
OH臣
民
は
イ
ン
フ
レ

-35yを
「
財
貨

ω
生
産
自
制
H加
よ
り
も
急
速
な
る
掴
貨
白
川
哨
札
と
な

L
E
O
E
は
「
金
X
は
助
先
山
相
略
す
る
附

加
の
伴
は
な
い
拍
武
内
山
川
川
し
と
什
川
酬
押
し
、

ZM己
-o
は
「
止
法
物
内
相
臨
ず
る
哨
加
を
仲
は
な
い
貨
幣
兄
は
主
抑
手
段
白
川
哨
加
一

γな
し
、
米
幽

聯
邦
準
備
川
報
告
は
「
則
丸
山
生
出

ω
比
倒
的
哨
加
に
誌
か
ず
し
て
油
貨
を
抑
加
せ
し
む
る
過
程

γし
て
ゐ
る
。

右
の
第
二
り
定
義
正
第
二
の
定
義
ご
を
比
較
す
る
な
ら
ば
両
者
は
何
れ
も
、

貨
の
供
給
増
加
が
或
限
芥
以
上
に
越
し
て
居
っ
て
、
北
(
た
め
に
物
同
閣
の
勝
氏
を
来
す
も

ωで
ゐ
る
と
な
す
紡
に
於
、

て
相
似

L
て
ゐ
る
o

然
し
北
九
「
限
界
」
ご
す
る
慮
が
各
々
回
す
、
一
方
は
「
商
業
上
の
必
要
」
ご
な
[
他
方
は
「
財
貨

の
生
産
の
増
加
L

Z
な
す

ω
で
ゐ
る
。
此
「
商
業
上
の
必
要
」
及
び
「
財
貨
の
生
産
の
増
加
」
ご
い
ふ
二
つ
の
言
葉
の

内
容
に
つ
い
て
考
ふ
る
仁
、
公
し
後
者

ω「
則
貨
的
生
産
」
が
間
早
に
布
健
財
の
採
取
、
及
び
製
造
を
意
味
す
る
も
占
り

で
あ
れ
ば
其
れ
が
た
め
仁
必
要
己
せ
ら
る
、
山
地
質
的
益
は
寸
前
業
上
又
は
商
取
引
上
」
必
要
ご
せ
ら
る
、
通
貨
の
量

に
比
べ
て
共
差
が
非
悌
に
大
で
ゐ
る
こ
己
は
明
か
で
あ
る
o

一
世
し
商
取
引
は
軍
に
有
般
財
の
採
取
及
び
製
造
以
外

に
其
等
山
有
惜
別
並
に
其
他
の
機
利
の
車
な
る
版
氏
、
省
備
的
な
る
場
所
的
運
透
及
び
移
酬
明
等
の
行
幼
を
も
包
合

す
る
か
ら
で
あ
る
o

「
則
袋
」
の
原
一
両
た
る
英
語
の
向
。
。
含
は
、
腕
義
に
用
ひ
ら
れ
る
時
は
有
健
財
、
雄
利
H
A
ぴ

勢
務
迄
も
包
括
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
然

L
P
a
E
E
B
O町
向
。
。
骨
ご
い
は
れ
る
時
の
な

o
p
は
狭
義
で
、
開
平
仁
有

イ
ン
フ
レ

I
V
オ
ン
を
以
て
、
マ
辿

A. C. !~ig-úll ， Thc Polilic;I.l Ecunumys of war 1921. p. 93. 
F. Y Ed~，: ~vorth ， C:mrencx illld Finance 111 Tillle of Wilr 19I7' p. IO 
S. StClll， The Foreig-n I~xchanぶ(! Problcm， 1923，.: p. 23: foof-notc (30) 
H. NoreJ~~ ， .1?eflation Oll Devaluation (Revue E:conoIllique InternatioIl 
ale Vol IIl. No 3. J924 p. 424-) 
rhe .l'edctal 1-札serveBulktin. Jllly 1， 1919. p. 614. (cited fwm Fostel' 
& Calchings. Moncy， 1923. P・377'no比 2.) 、

)
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穂
財
に
限
る
も
の
正
恩
は
れ
る
か
ら
、
「
商
業
上
」
必
要
正
せ
ら
れ
る
通
貨
の
量
Z
「
財
貨
の
生
産
上
」
必
要
ご
せ
ら

れ
る
通
貨

ω量
正
の
問
に
は
大
な
る
器
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

然
ら
ば
何
故
に
上
越
の
如
き
定
義
が
イ
V

プ
レ
1

V

オ
ン
に
典
へ
ら
れ
る
に
至
っ
た
h
r
J
」
い
ム
動
機
ご
其
論
健

t
e
f
推
測
す
る
に
、
主
(
動
機
は
阪
述
内
知
〈
、
欧
洲
戦
守
中
、
交
戦
闘
聞
に
於
て
通
貨
が
非
慌
に
琳
加
す
る
に
至
っ

た
原
闘
が
、
主
ご
し
て
、
商
業
上

ω必
要
炉
ら
で
も
な
〈
、
又
有
健
財
の
生
産
上
の
必
要
か
ら
で
も
な
い
ご
ヨ
】
ろ

の
、
政
府
(
主
ご
し
て
消
技
者
た
る
)
の
財
政
上
の
必
要
か
ら
起
っ
た
も
の
で
あ
る
ご
い
ふ
事
質
に
刺
戟
せ
ら
れ
た

か
ら
で
あ
る
ピ
邸
ふ
。
比
紡
に
闘
し
て
は
、
民
間
o
z
が
イ
ン
フ
レ
1

V

4

ン
に
就
て
は
、
前
に
引
用
し
た
る
彼

ω

い
へ
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
る
定
義

ω外
仁
「
謎
ば
れ
る
一
定
義
は
、
イ
ン
ア
レ

l
v
オ
ン
を
以

τ、
貨
幣
及
び
銀
行

業
に
劃
す
る
政
府

ω妨
害
の
結
果
た
る
物
侭
騰
貨
の
部
分
に
闘
聯
せ
し
め
る
山
己
い
っ
て
ゐ
る
の
に
徴
し
て
も
明

か
で
あ
ら
う
o

次
に
北
(
論
捺
己
・
し

τ
は
、
商
業
上
又
は
生
産
上
の
必
要
に
肱
じ
て
通
貨
が
供
給
せ
ら
れ
る
の
み
で

あ
れ
ば
、
共
丈
げ
の
範
囲
の
池
貨
の
供
給
の
た
め
に
物
倒

ω騰
貨
が
旭
b
得
な
い
I

、
正
レ
ふ
考
ヘ
を
先
入
的
に
論

者
が
抱
い

τゐ
る
の
に
基
く
も
の
で
あ
る
正
川
山
ふ
。
並
(
例
議
ピ
[
て
は

F
耳
耳
目
ロ
が
「
貨
僻
メ
は
信
用

ω量
の
単

な
る
増
加
は
イ
Y

プ
レ
1

V
ォ

y
で
は
な
い
、
蓋

L
其
増
加
は
其
需
要
ご
の
関
係
に
於

τ
蹴
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

ピ
沙
子
4
A

か
ら
o

同
様
に
其
減
少
は
、
お
し
そ
れ
が
只
商
業
の
量
の
減
少
郎
も
其
需
要
の
減
少
に
肱
す
る
も

ωに
過
ぎ
な
い

な
ら
ば
、
デ
フ
レ

1
ジオ
V

Y

J

」
呼
ば
る
ぺ
さ
で
は
な
い
。
(
か
、
る
場
合
に
は
)
物
煩
水
準
は
何
等
影
響
を
受
付
千

何
等
の
囚
厄
も
生
じ
な
い
I
o
」
ご
レ
っ
て
ゐ
る
言
葉
を
引
用
す
る
事
が
出
来
る
。

き
て
、
以
上
二
つ
の
定
義
を
研
究
す
る

ι
z
に
依
て
明
か
に
な
[
得
た
紡
は
、
多
〈
の
論
者
が
イ
Y

ア
レ

l
v

設

苑

イ
シ
ア
レ

1
シ
オ
ン
由
定
義
井
に
其
加
陣
地
に
就
て

第
二
十
一
各

(
第
一
腕

丸
一
色
)

1， 
3i. 
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U司
H
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1

J
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l
I
N
F
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l

J
Z
正

L
t
f山
川

r

t

i

t

-

-

1

第

蛾

設

苑

イ
ン
フ
レ

l

シ
オ
ン
白
意
義
井
に
共
棋
唱
に
就
て

第
二
十
一
巻

九
六

オ
)
J

を
以

τ、
通
貨
の
供
給
が
或
限
界
以
上
に
迩

L
て
ゐ
る
た
め
に
物
価
聞
の
勝
氏
を
来
す
も
の
古
定
義
し
て
ゐ
る

こ
ご
で
あ
っ
て
、
比
(
反
面
に
は
、
若

L
通
貨
の
供
給
が
立
(
「
或
限
界
」
帥
も
商
業
上
の
必
要
或
は
財
貨
の
生
産
上
の

必
要
以
上
に
法
せ
な
い
な
ら
ば
、
北
(
丈
り
の
範
国
の
通
貨

ω
供
紛
争
」
以
ー
し
て
は
其
た
め
に
物
附
闘
の
騰
貨
を
来
す

こ
正
が
な
い
、
従
っ
て
か
、
る
場
合
に
は
イ
Y

プ
レ

1
ジ
オ
ン
が
起
っ
て
ゐ
る
ご
は
言
ひ
得
な
い
、
ご
い
ふ
考
へ

が
合
ま
れ
て
ゐ
る
。
放
に
比
考
へ
よ
り
，
事
き
出
さ
れ
る
常
然
の
結
論
は
、

4
ン
ア
レ
1
V
J
ヨ
ン
を
起
さ
し
め
な
い

た
め
に
は
、
通
貨
の
供
給
を
其
「
或
限
界
E

内
に
止
ら
し
む
る
一
】
ご
が
必
要
で
ゐ
っ
て
、
通
貨
の
供
給
が
其
限
界
内

で
あ
る
か
共
れ
以
上
で
あ
る
か
は
、
イ
ン
フ
レ
1
V
J
A
ン
が
後
生
す
る
や
否
や
の
標
準
ご
な
。
、
一
見
に
物
償

ω腕

自
ご
レ
よ
事
貨
は
、
通
貨
の
供
給
が
其
「
或
限
界
」
以
上
に
な
っ
て
ゐ
る
己
い
ム
こ

ιを
示
す
様
平
に
な
る
、

ぜ
し、

ふ
こ
ご
に
蹄
着
す
る
で
あ
ら
う
。

一一
右
の
論
蝶
に
劃
す
る
疑
問

私
は
先
づ
、
通
貨
の
供
給
が
、
右
の
「
或
限
界
」
以
上
に
港
し
て
ゐ
な
い
な
ら
ば
、
共
た
め
に
物
同
情
り
騰
貨
を
家

百
十
物
倒
水
準
に
は
何
等

ω幾
化
が
な
い
己
い
ふ
論
者
の
設
に
就
て
考
察
す
る
o

今
・
論
者
が
、
財
貨

ω生
産
の
増
加
に
比
例
的
な
る
よ
h
も
以
上
に
通
貨
の
供
給
が
増
加
せ
な
い
な
ら
ば
、
物

倒
水
準
に
鐙
化
を
生
命
守
物
価
問
勝
賞
が
起
ら
ぬ
、
ご
す
る
理
山
を
た
づ
ね
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
町
O
措
司
自
品

〔リ件。
E
ロ
問
ω

のい
I

へ
る
が
如
〈
「
生
産
さ
れ
た
る
財
貨
ご
池
山
せ
ら
れ
た
る
信
用
ご
の
間
に
は
、
附
判
節
を
令
す
る
が

如
き
精
確
な
る
一
致
が
存
花
す
る
ご
い
ム
仮
定
で
あ

h
、
一
見
に
、
新
な
る
財
貨
ご
新
な
る
信
用
ご
は
同
時
に
市
場

4 出品一
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fF 

に
影
響
す
る
ご
い
ふ
鍛
定
で
あ
る
〕
三
百
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
或
は
叉
、
盟
問
。
ロ
の
V

へ
る
が
如

F¥
其
考
へ
は

「
4
Y
ア
レ

1
V
オ
ン
は
、
有
形
的
な
る
再
生
産
的
資
本
の
作
出
以
外
の
目
的
の
た
め
仁
資
金
を
浮
遊
せ

L
む
る

こ
ご
に
悶
有
な
る
も
の
で
あ
る
、
ピ
い
ふ
こ
デ
ぜ
附
随
的
に
意
味
す
る
も
の
Z
考
へ
ら
れ
る
o
蓋
L
此
考
へ
は
、

資
金
が
生
産
的
に
使
河
せ
ら
れ
た
時
に
は
・
余
分
の
物
が
此
余
分
の
貨
併
を
理
合
は
す
た
め
に
池
山
さ
れ
る
さ
い

よ
に
存
す
る
が
故
に
L
Z
も
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
o

か
、
る
考
へ
は
の
Eω
止
の
言
に
も
現
は
れ

τゐ
る
、
卸
も
彼

は
「
正
常
な
る
収
践
の
下
仁
於
て
は
、
凡

τの
新
な
る
購
買
力
は
、
禁
新
な
る
購
買
力
の
傾
に
相
賞
す
る
煩
伯
で

市
場
に
提
供
せ
ら
れ
た
る
商
品
を
通
じ
て
生
十
る
。
芙
故
に
、
一
定
的

J

期
間
中
の
組
購
買
力
は
購
買
L
得
る
商
品

の
総
量
仁
等
し
い
o

購
買
力
の
楠
加
は
、
そ
れ
に
相
常
す
る
両
日
聞
の
現
貨
の
生
産
の
増
加
を
通
し

τの
み
生

ι得

る
o
今
若
L
一
の
枇
舎
に
於

τ、
人
銭
的
(
山
江
戸
田

nE)
時
民
力
が
銀
行
通
貨
の
形
式
に
於
て
治
山
せ
ら
れ
た
な
ら

ば
、
此

ω市
剛
山
協
の
購
買
力
悦
必
然
的
に
民
正
な
る
雌
買
力
己
競
守
す
る
で
あ
ら
う
。
此
の
腕
唱
で
り
結
果
は
物
同
恨
の

騰
貴
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
泊
。
」
ご
い
γ

ム。

然
し
乍
ら
、

造
出
せ
ら
れ
た
る
一
州
貨
の
総
量
正
市
場
に
提
供
せ
ら
れ
た
る
財
貨

ω総
量
ご
の
問
に
、

か
、
る
均

衡
の
朕
態
が
存
す
る
さ
い
ふ
ヲ
}
ご
は
、

金
〈
躍
な
る
恨
定
で
ゐ
っ
て
、
今
日
の
市
場
現
象
の
質
際
に
就
て
鬼
る
な

ら
ば
、
常
に
質
現

Lτ
ゐ
る
よ

t
で
は
な
い
o

或
は
寧
ろ
質
現

L
て
ゐ
る
・
」
ざ
が
例
外
で
あ
る
宣
言
ひ
得
る
の
で

は
な
か
ら
う
か
o

生
産
さ
れ
た
る
財
貨
の
量
ご
購
買
に
向
り
ら
る
と
辿
貨
の
量
ピ
の
阿
に
一
致
が
存
在
せ
す
、
前

者
が
後
者
よ
h
も
犬
で
あ
る
一
』
ご
に
依
て
、

物
腐
の
急
激
な
る
下
落
を
京
市
す
-
】
さ
は
恐
慌
の
際
仁
一
腿
々
起
る
ご
ニ

ろ
で
あ
る
が
、

か
〈
の
知
己
場
合
の
物
附
慣
の
下
落
は
、

共
後
現

ω昨
に
偶
々
、

財
貨
の
量
ご
購
買
に
向
け
ら
る
、

詑

~Ii 

イ
Y

7

レ

l

シ
オ
ン
の
意
義
井
に
其
様
車
に
就
て

第
一
一
十
一
各

U~ 

掛

北
士
)

丸
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通
貨
量
正
の
聞
に
不
一
致
が
突
後

L
た
た
め
に
起
っ
た
ご
い
ふ
よ
り
も
、
飢
に
雨
者
の
不
一
致
が
共
以
前
よ
h
存

在
し
て
屑
っ
て
其
間
隔
が
次
第
に
大
正
な
り
つ
、
め
っ
た
も
の
が
、
或
事
件
に
よ
っ
て
暴
露
せ
ら
晶
、
に
至
っ
た

た
め
に
生
じ
た
の
で
あ
る
、
吉
見
ら
る
べ
き
場
合

ω方
が
多
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
ご
考
へ
ら
れ
る
。

此
推
論
の
鐙
明
は
、
所
詞
景
気
現
象
に
就
て
の
納
自
由
な
る
碗
究
に
侠
た
な
け
れ
ば
な
ら
尚
も
の
で
め
b
、
今
誌

に
そ
れ
全
詳
説
す
る
余
件
怖
を
有
せ
な
い
の
で
あ
る
が
、
市
場
に
提
供
せ
ら
れ
た
る
財
貨
の
量
古
購
買
の
縛
め
に
提

供
せ
ら
れ
る
通
貨
の
量
ご
の
不
一
致

ω中
で
・
後
者
一
炉
前
者
に
比
し

τ多
〈
な
る
己

νふ
不
一
致
を
来
す
wm闘
の

若
干
を
ご
一
の
論
者
の
一
百
を
他
う
て
越
ぺ
る
な
ら
ば
、
「
田
平
に
財
貨
が
生
産
百
れ
る
で
あ
ら
う
ご
の
期
待
に
の
み

基
い

τ、
銀
行
信
用
が
多
額
に
浩
出
せ
ら
れ
る
o

製
遺
業
者
は
府
保
ピ
し
て
抵
首
ト
ド
入
れ
る
べ
き
何
等

ω製
品
の

存
在
せ
な
い
先
に
、
北
(
信
用
に
依
て
労
働
や
材
料
的
支
拐
を
な
す
こ
正
が
出
来
る
h
L

か
〈
し
て
其
銀
行
信
用
な
る

通
貨
を
使
用
し
て
「
工
場
が
建
設
さ
れ
た
時
に
は
、

J

家
が
雄

τら
れ
た
時
戒
は
一
真
に
人
々
が
花
火
や
鎖
砲
を
作
る

縛
に
仕
事
に
掛
つ
じ
ぬ
る
附
ご
同

ι〈
‘
明
か
に
何
等
の
余
分
の
も

ω
が
生
産
苫
れ

τゐ
な
い
四
」
然
る
に
進
出
さ

れ
た
る
遁
貨
は
労
務
又
は
財
貨
を
提
供
し
た
も
人
的
手
に
渡
り
、
そ
れ
が
財
貨
の
一
勝
山
具
に
向
け
ら
晶
、
通
貨
量
の

増
加
を
来
し
て
、
腕
存
の
版
質
せ
ら
る
、
財
貨
の
量
に
艶
立
す
る
に
重
る
ご
い
ふ
山
崎
な
場
合
、
或
は
一
此
に
財
貨
が

生
産
さ
れ
て
消
費
者

ω手
に
渡
り
肢
に
「
財
貨
の
一
冗
の
分
量
が
消
費
苫
仇
て
し
ま
っ
て
ゐ
る
の
に
、
向
信
用
が
一

府
多
〈
の
財
貨
を
求
む
る
需
要
ご
し
て
泊
料
品
唱
を
依
然
ご
し
て
続
け
得
ム
ご
い
ふ
様
な
場
合
で
あ
る
。

従
つ

τか
、
る
場
合
に
於
工
、
市
場
に
提
供
せ
ら
れ
て
ゐ
る
財
貨
の
最
古
購
買
に
向
け
ら
る
、
通
貨
の
量
占
の

間
仁
均
衡
が
存
在
し
て
ゐ
る
ご
共
に
、
物
価
慣
水
準
が
従
前
ぜ
同
じ
で
あ
る
ご
い
ふ
よ
ご
は
例
外
で
あ
り
、
寧
ろ
共

w. T. Foster and Catchings， Op. cit p. 233 
A. C. Pigou， op.-cit・p.94 [oot-note. 
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騰
貴
の
可
能
性
が
充
分
に
存
在

L
て
ゐ
る
芭
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
然
か
も
是
れ
は
通
貨
が
元
来
、
直
接
消
費
の

た
め
仁
輩
出
せ
ら
れ
た
よ
ピ
に
基
レ
一
ー
で
は
な
〈
し
て
、
所
調
商
取
引
或
は
財
貨
生
産
の
必
要
上
迄
川
せ
ら
れ
た

こ
Z
に
基
い
て
物
債
の
勝
良
が
生
じ
得
る
場
合
で
ゐ
る
。
於
之
、
物
債
の
臨
脚
質
ご
い
ふ
事
貨
が
あ
れ
ば
正

τ、
是

よ
り
推
論

L
て
直
も
に
、
葉
原
悶
は
、
通
貨
の
港
出
が
商
取
引
或
は
財
貨
生
産
の
必
要
以
上
に
超
過
し
た
た
め
で

あ
る
正
か
或
は
叉
の
日
間
一
の
一
五
ふ
が
如
〈
人
録
的
購
買
力
が
遁
出
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
ご
い
ふ
誌
に
港
断
す
る
こ

ご
は
出
来
な
い
。
従
つ

t
、
若

L
・
通
貨
が
所
調
印
問
取
引
或
は
財
貨
生
産
の
必
嬰
に
の
み
基
い
て
逸
出
さ
れ
た
場

合
を
以
て
イ
Y

フ
レ

I
シ
オ
ン
に
非
す
正
す
る
な
ら
ば
、
次
に
引
用
ず
る
の
自
由
]
の
主
張
の
如
〈
に
、
怖
に
物
削
慣

の
勝
貨
を
以
工
イ
ン
フ

V
1
u
v
-
f
J
の
起
っ
た
諮
城
ご
な
す
こ
ピ
己
矛
盾
営
生
宇
る
成
札
が
ゐ
る
こ
ご
に
な
る
o

(
け
日
邑
は
財
貨
の
稀
少
を
生
じ
た
場
合
に
生
十
る
物
倒

ω勝
良
も
、
貨
は
通
貨
の
後
俊
が
な
け
れ
ば
生
じ
得
な

い
も
の
で
あ
る
さ
い
ふ
二
子
炉
」
力
説
し
、
財
貨

ω稀
少
を
生
じ
た
場
合
に
は
そ
れ
丈
通
貨
が
減
少
せ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
も
の
で
あ
る
り
に
、
若
し
そ
れ
丈
の
減
少
を
な
さ
な
い
な
ら
ば
、
通
貨
の
量
が
財
貨
の
並
に
比
し
て
相
針
的

に
多
過
ぎ
る
こ
ご
に
な
る
か
ら
、
物
債
の
騰
貨
を
柏
崎
す
も
の
で
あ
る
ご
レ
ひ
、
且
つ
、
か
、
る
場
合
を
も
包
指
せ

L
め
、
る
慌
に
イ
ン
プ
レ

1
V
オ
ン
の
意
味
を
鎖
張
L
て
‘
物
倒

ω騰
立
が
常
に

4
ン
プ
レ
ー
し
ν
オ
ン
の
辿
っ
て
ゐ

る
標
準
で
あ
る
ご
な
す
も
り
で
あ
る
o
(
此
主
張
は
前
掲
者
巾
の
「
貨
物
の
稀
少
己
共
物
倒
勝
賞
に
謝
す
る
聞
係
」

芭
題
す
る
章
の
中
に
遁
吋
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
北
(
結
論
ご
見
ら
る
べ
き
も
の
の
み
を
次
に
引
用
す
る
)
(
引
)

(
註
)

「
恭
し
千
九
百
二
十
年
の
終
り
に
於
け
る
が
加
〈
貨
物
の
稀
抄
が
何
倖
生

E
て
ゐ
な
い
た
ら
ば
、
終
る
時
は
此
物
倒
胎
賞
は
描
貨
の
一
府
事

敢
な
る
併
給
自
給
県
と

L
C
1
1換
言
す
れ
ば
イ
ン
フ
レ

l
シ
オ
ン
由
結
果
と
し
て
説
明
せ
ら
る
べ
き
も
白
で
あ
る
o
此
恨
定
に
措
い
て
、
物
倒

量t

苑

イ
シ
フ
レ

1
シ
オ
ン
の
意
義
井
に
其
棋
単
に
就
て

第
二
十
一
谷

(
第
一
腕

九
丸
)

ブL
jL 
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I vur 
リ l

-ー~

丸

(
誠
一
統
一

0
0
)

端
一
一
十
一
番

O 
O 

苑

イ
ン
フ
レ

i
シ
オ

y
o意
義
井
に
其
棋
曜
に
就
て

話

。
一
般
水
準
は
イ
ツ
フ
レ

l
シ
え
ン
の
程
度
的
一
船
時
で
あ
る
。
若

L
貨
物
自
稀
少
が
生
ず
る
な
ら
ば
、
共
時
に

H
低
迷
山
如
{
、
そ
れ
に
依
て

物
倒
腕
貨
が
弧
め
ら
れ
る
@
乍
晶
、
此
物
倒
白
一
回
聞
の
腕
賞
、
ル
」
睡
も
、
泊
先
の
余
り
に
多
拭
な
る
供
給
の
紡
呆
て
あ
る
と
肴
倣
さ
れ
る
ロ
か

f
o

如
(
に
し
て
、
イ
シ
フ
レ

1
シ
注
ン
山
一
詰
叫
が
鍋
抵
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
由
。
然

L
、
此
首
業
心
意
味
由
此
蹴
畑
山
は
、
此
事
制

ω
倒
有
白
凶
質
由

班
山
に
位
て
、
及
び
U
A
特
に
乳
時
に
は
一
般
物
削
水
準
に
よ
っ
て
割
ほ
さ
れ
て
ゐ
る
が
加
き
物
倒
の
帥
問
責
が
凡
て
山
場
合
に
イ
ン
フ
レ

1
シ
オ
ン

心
棋
ヰ
と
な
る
と
い
ふ
制
山
に
依
て
、
帰
誕
せ
ら
れ
る

ω
で
あ
る
。
我
々
が
、
イ
ン
ア
レ
i
シ
オ
シ
の
胤
凶
を
比
定
す
る
こ
と
に
完
全
に
成
功
し

た
よ
リ
も
叫
前
に
、

H
見
貨
物
山
稀
山
少
が
物
倒
鵬
賞
に
劃
し
て
如
何
な
る
刷
係
を
持
っ
て
ゐ
る
か
を
且
山
す
こ
と
が
似
令
姉
砿
に
は
可
能
て
な
か

ら
う
と
も
、
か
〈
心
如
く
イ
ン
ア
レ

l
シ
オ
ン
白
意
味
炉
提
へ
ら
札
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
は
一
の
叫
徒
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
イ
ン
フ
レ

1
シ
オ

ン
の
抑
志
を
、
山
立
さ
れ
た
る
訟
叫
左
民
に
鴎
告
お
叫
&
に
於
て
考
へ
る
こ
&
出
自
然
で
あ
る
。
何
れ
山
場
合
に
於
て
も
、
イ
ン
フ
レ

l

シ
オ
ン

曲
目
ヰ
れ
別
的
な
る
航
は
、
余
リ
に
多
川
な
る
泊
先
的
供
給
で
あ
る
。
前
者
の
場
合
(
出
先
さ
れ
た
る
古
川
略
)
に
於
て
は
、
此
油
賀
山
過
剰
を

H
r以
前

に
川
ひ
ら
れ
た
る
棋
ヰ
よ
り
月
柏
る
。
後
者
の
場
合
(
山
民
に
山
山
き
立
時
)
に
於
て
川
、
貨
物
白
供
給
出
減
少
し
た
佐
に
於
て
も
向
、
目
前
山
秘
梓
が

維
持
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
止
ず
る
祖
先

ω
供
給
過
剰
を
も
亦
考
山
地
に
入
れ
る
。
」

日
何
回
】
明
日

Z
ロ
も
油
口
包
括
]
正
同
じ
見
解
を
持
っ
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。
叫
は

H
f「
此
稲
川
世
自
射
大
と
制
作
ワ
た
此
供
給
自
減
少
は
、
物
倒
水

川
甲
山
咽
賞
。
根
本
的
叫
索
、
あ
っ
た
。
然
し
此
事
は
輔
論
、
貨
幣
止
び
支
抑
干
段
の
相
臨
ず
る
榊
加
を
仲
は
ず
し
C
は
、
成
立
せ
な
か
っ
た
の
で
あ

2
 

b
う
」
ξ

。

イ
ン
フ
レ

l
シ
オ
ン
ご
エ
キ
ス
パ
ン
シ
ヨ
ン
ご
の
匝
別

き
て
前
逃
の
如
き
矛
盾
を
生
十
る
が
放
に
か
、
同
じ
〈
物
倒
勝
山
政
な
る
事
貨
が
存
在
す
る
ご
も
、
イ
ン
ア

v
l

v
オ
ン
ゐ

h
ピ
す
べ
き
場
合
ご
然
ら
さ
る
場
合
己
を
分
つ
論
者
が
あ
る
o

換
言
す
れ
ば
イ
ン
フ
レ
・
l
v
オ
ン
ご

(
開
u
F
1
3
2
民
自
)
ど
を
胤
別
じ
、
真
に
デ
フ

v
l
ジ
ォ

y

エ
キ
ー
バ
ン
ジ
ョ
ン

(ロ何日町民
o
p
)
i
E
ヨ
ジ
ト
ラ
ク
ジ
オ
ン

G. CnsseL Op. cit. p. p. 61--62 
E. R. A. Seligmann， op. cit p. IO 
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(
n
c
z
z
n
E
0
2
)
ご
を
悩
別
す
る
o

例

へ

ば

宅

R
Z
A
は
「
生
産
中
の
物
を
代
表
す
る
古
ニ
ろ
の
商
業
手
形
(
弘
子

一一』
E
含
巴
口
問
吉
田
】
耳
を
期
〈
課
す
)
に
劃
し
て
の
み
準
備
雄
一
一
品
が
作
山
さ
れ
、
通
貨
が
治
出
さ
れ
て
ゐ
る
聞
は
、

且
叉
此
過
程
が
金
正
の
安
全
な
る
関
係
内
に
保
持
さ
れ

τゐ
る
聞
は
.
多
少
鋭
き
出

E
E】m
H
U告
白
Mt。
ロ
が
あ

b

得
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
然

L
是
を
以
て
イ

Y
7
v
l
シ
オ
ン
ピ
呼
ぶ
べ
き
理
由
は
何
等
存
在
せ
な
い
で
あ
ら

う
0

・
般
人
ザ
、
政
府
の
印
刷
機
械
が
不
時
な
る
仕
事
を
す
る
事
を
妨
げ
ら
れ
て
居
っ
て
も
猶
は
イ

Y
フ

v
l

v
オ
ン
が
起
っ
た
で
ゐ
ら
う
ご
い
よ
こ
己
は
、
属
仰
性
ゐ
hJ
、
良
〈
縦
鋒
色
れ
た
る
現
代
的
銀
行
制
度
を
享
布
し

τわ
る
何
れ
が
の
図
に
於
T
一
は
、
殆
ん
ど
認
め
る
-
」
正
が
出
来
な
い
V
O
」
ご
い
ム
。
而
し
て
山
内
一
回
四
日
自
ロ
は
「
4
Y
ア

v
l
v
ォ

V
Z
エ
キ
ス
バ

V
V
ヨ
ン
ご
が
良
〈
幅
別
さ
れ
て
ゐ
る
ご
し
て
此
の
さ
型

za
の
言
を
引
用

L
、

っ
、
エ
キ
ス
バ

y

ジ
ョ
ン
な
る
言
葉
に
括
孤
を
附
し
て
「
或
は
物
胴
恨
の
騰
此
」
正
註
秤
し
、
夏
に
彼
自
ら
も
「
貨
位
m

H
A
び
信
用
の
増
加
が
、
生
産
ご
消
費
ご
の
朕
践
の
特
例
正
併
同
車
し
た
限
り
に
於

τは
、
物
価
恨
の
騰
立
が
起
っ
た

川辺

が
、
然

L
何
等
の

4
Y
7
V
1
V
オ
ン
も
存
在
せ
な
か
っ
た

L
t述
ぺ
て
ゐ
る
o
(叫
)

駐

エ
キ
ス
パ
ン
V

ヨ
シ
な
る
一
首
架
は
、
時
と
し
て
イ
ン
フ
レ
l
b
オ
ン
と
同
意
味
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
叉
同
者
世
悩
別
し
て
川
ひ
で
川
る
者

山
川
に
於
て
も
、
共
意
叫
に
多
品
ザ
の
差
梨
が
あ
る
。
勺
見
向
。
吋
宮
ロ
は
、
先
僻
及
び
信
川
の
世
小
川
畑
哨
加
又
は
減
山
ザ
が
且
漏
M
E
(
附
M
4

引
に
幕
〈
需
型
)

s
 

に
超
過
す
る
も
の
を
、
各
々
エ
キ
λ

ハ
ン
レ
ヨ
シ
及
び
コ
ン
ト
ラ
ク
シ
ヨ
シ
と
呼
ぶ
を
可
左
L
U
2
ι
』
凶
は
通
貨
の
組
封
帥
榊
加
と
組
剖
的
減
少

と
を
先
々
、
早
キ
ス
ハ
シ
シ
ヨ
シ
と
コ
ン
ト
ラ
ク
シ
ヨ
ン
と
な
L
、
イ
ン
フ
レ
1

シ
オ
シ
を
(
史
に
司
7

7

レ
1

シ
オ
シ
を
)
克
換
さ
れ
た
る
財
貨
及

び
努
務
自
組
劃
量
目
指
加
に
比
例
せ
な
い
泊
貨
の
掛
川
(
デ
フ
レ
ー
シ
オ
シ
由
場
合
に
は
虹
減
φ
)
と
な
L
て
ゐ
る
向

(
付
首
)
同
E
は
、
州
L
〈
ヂ
ア
レ
l

シ
オ
ン
と
V

O

て
も
、
共
起
源
、
版
部
、
但
時
に
於
て
典
る
も
由
が
あ
り
と
し
て
ヂ
ア
レ
『
シ
オ
ン
白
二
三

• 

白
楠
制
を
拍
車
げ
て
ゐ
る
。

設

手首

イ
ン
ア
レ
i

シ
司
シ
由
意
義
井
に
其
標
準
に
就
て

(
第
一
腕

部
ニ
十
工
在

。

。

ペ
ヘ
可
動
ぽ
長
川

γι尚
げ
ず
か
え
酒
什
陣
陥
旧
日
中
J
r
F
i
b
s全保

4
a事
A
E
V相
官

1
s，
主
主
品
川
司
4
4
2

且

P. M. Warburg， Inflarion as a ¥¥'odd Prol元町11・・・目・田・.(Proceedings of 
the Aιadem>: of P.ulitical Scit.!nce in the city of N. Y. . Vol IX Iune 
.!920. pp. '_18:-119) 
E_ R_ -A. Seligmann， op. cit. p_ 10 flnd {oot-note. 
E. 1¥1. Pattct-son. op_ cit_ p. 153 
Davis， World Currency Ex同 nsionp_ 8 (cited from. The Annals， Jan 
!_9Z2 p. 170) 

Ch. H.ist， La deflation en pratique 1924 p p. J-IO. 
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l
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z

J

J

1

1

、

v
l
j恥
W
4
J
1
1

川

I
l
l
-
F
;
 

q 

説

沌

C 

イ
シ
ヌ
レ

l
シ
A
シ
の
宮
議
井
に
且
楳
坤
に
就
て

(
誠
一
一
揖
一

C
二
)

第
二
十
一
告

従
っ
て
是
等
の
論
者
は
、
彼
等
の
い
ふ

4
Y
7
V
1
v
ォ

Y

な
る
特
別
の
欣
態
が
生
じ
て
ゐ
な
〈

τも
猶
、
物

胴
慣
騰
貨
の
起
h
得
る
ニ
さ
を
認
む
る
も

ω
で
あ
る
o

而

L
τ
そ
れ
は
否
認
す
る
こ
己
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。

依
に
若
し
、

エ
キ
凡
パ
ン

V
ヨ

y
e
ぜ
以
て
商
取
引
或
は
財
岨
民
生
産
上

ω
必
要
心
た
め
に
の
み
通
貨
が
供
給
せ
ら
れ

て
居
っ
て
然
も
狛
、
物
師
岡
騰
h
H
b
ι

生
七
?
る
場
合
を
指
す
も
の
正
す
れ
ば
、
比
一
昨

ω物
侵
帥
腕
貨
の
祝
出
血
ご
イ
ン
ア
V

l
v
オ
ン
ご
請
は
る
、
場
合
の
物
倒
勝
投

ω
粍
度
記
念
鼠
別
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
川
四
別
を
な
き
ゃ
し
て
只
漠

然
正
、
物
使
腕
山
貨
を
イ
ン

7
v
1
v
ォ

y
の
起
っ
て
ゐ
る
様
準
己
な
す
・
】
芭
は
甚
に
不
明
舵
な
も
の
ご
な
る
。
思

ふ
に
・
通
貨
の
供
給
が
商
取
引
或
は
財
貨
生
産
上
の
必
要
の
た
め
に
の
み
行
は
れ
た
州
場
合
に
も
起
る
正
司
』
ろ
の
物

倒
勝
貨
の
可
能
開
何
度
は
、
通
貨
の
供
給
が
右
の
必
要
以
上
に
行
は
れ
た
場
合
に
川
崎
る
ご
こ
ろ
の
物
倒
勝
此

ω可
能

税
皮
よ

h
L小
1
ゐ
る
ご
い
ふ
事
丈
は
、
大
健
言
ひ
得
る
か
も
如
引
な
い
v

が
そ
れ
丈
で
は
、
ィ
ン
プ

V

1

V
オ

ン
正
融
は
る
、
場
合
の
物
倒
腕
此
に
帆
到
す
る
謝
山
県
を
立
つ
る
上
に
甚
に
不
充
分
で
あ
る
。
従
っ
て
少
〈
ピ
色
、
通

貨
の
供
給
が
商
取
引
戒
は
財
食
生
産
上
の
必
要
の
た
め
仁
の
み
行
は
れ
た
場
合
に
生
中
る
物
倒
勝
賞
の
可
能
的
限

界
が
明
か
に
な
ら
ね
ば
な
ら
品
。
且
疋
は
廿
苗

r困
難
な
る
事
で
あ
る
が
、
是
が
明
に
な
ら
ね
ば
イ
ン
ア
レ
1

V
オ

Y

ご
請
は
る
、
場
合
の
物
価
問
時
腕
武
を
何
世
陣
迄
抑
制
す
早
か
ご
い
ム
一
引
に
就
て
の
目
標
が
立
ち
難
い
ご
思
ふ
。

以
上
、
私
は
、
躍
に
物
師
岡
山
勝
此
ご
い
よ
こ
己
の
み
で
は
、
論
者
の
い
γ

へ
る
イ
ン
フ
レ

1
V
オ
ン
の
場
合
ご
然

ら
5
る
場
合
ど
を
分
つ
に
就
て
の
明
確
な
る
楳
準
己
な
ふ
リ
得
な
い
こ
ご
を
逃
ぺ
、
イ
ン
フ
レ
1

V
ォ

Y
Z
謂
は
る

、
場
合
ピ
ー
キ
λ

ハ
ン
ジ
ヨ
ン
正
請
は
る
、
場
合
ご
の
物
倒
勝
負
向
一
程
度
を
各
々
函
別
す
る
必
要
の
ゐ
る
こ
子
ぜ

説
い
た
の
で
あ
る
。
而
L
て
共
れ
は
、
物
価
閣
時
貨
の
税
度
如
何
の
み
を
標
準
ご
し
て
イ
ン
フ
レ

l
シ
才
ン
ご
然
ら

4 川一一伊」iL一二.，唖岨
恥 明暗開明知市町叩時期欄鵬雄輔期待附



ぎ
る
場
合
z
e
T
区
別
す
る
も
の
で
ゐ
り
、
且
つ
共
物
慣
勝
貨
の
程
度
如
何
が
通
貨
の
供
給
量
が
或
限
界
以
上
に
多

過
ぎ
る
炉
否
か
の
標
準
E
ゼ
ら
れ
る
の
で
ゐ
る
。
然
し
乍
ら
、
一
戸
足
時
に
於
け
る
通
貨
の
供
給
量
が
多
過
ぎ
る
か

否
か
を
知
る
標
準
は
、
物
償
問
鵬
武
の
程
度
如
何
以
外
に
は
存
在
せ
な
い
か
否
か
は
術
考
察
を
製
す
る
で
ゐ
ら
う
。

四

通
貨
の
供
給
量
が
正
常
な
り
や
否
や
を
知
る
方
法
に
就
て

一
定
の
附
に
於
り
る
通
貨
の
供
給
量
が
正
常
な
り
や
否
や
を
知
る
こ
芭
は
、
醐
眠
温

ω疋
常
か
否
加
を
験
抗
容
に

よ
っ
て
知
る
が
如
〈
容
易
で
は
な
(
、
寧
ゐ
甚
に
困
難
で
あ
る
o

其
困
難
で
あ
る
一
の
理
由
は
、
一
定
の
枇
曾
に

於
て
正
常
Z
見
ら
る
べ
き
通
貨
量
は
備
に
定
数
た
る
こ
己
を
許
苫
ぬ
己
い
ふ
こ
ご
で
ゐ
る
ご
m
u
L
。
従
っ
て
正
憶

ぜ
見
ら
る
べ
き
通
貨
量
は
猿
欽
で
あ
る
、
共
料
盟
数
た
る
は
経
済
現
象
が
静
止
的
で
な
い
こ
ど
に
依
て
明
白
で
あ

る
o
今、

mr
、
る
抽
出
数
た
る
べ
き
通
貨
量
が
平
常
な

h
や
否
や
を
如
る
合
理
的
標
準
を
求
む
る
な
ら
ば
、
突
の
如

き
も
の
が
抽
象
的
に
考
ヘ
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
o

其
ト
は
通
貨
量
の
増
減
ピ
密
接
な
る
聞
係
を
有
し
、
而
も
通
貨
量
の
増
減
の
み
を
其
原
因
正
し

τ後
生
す
る
或

事
貨
の
襲
化
耗
皮
を
標
準
ご
す
る
こ
ご
で
あ
る
o

共
二
は
通
貨
量
の
増
減
ご
密
接
な
る
聞
係
を
布
L
、
而
も
通
貨

量
の
増
減
の
み
を
其
結
川
市
ご
し
て
俊
生
せ
し
む
る
或
事
貨
の
猿
化
程
度
を
標
準
Z
す
る
こ
正
で
あ
る
。
而
し
て
一

の
方
法
に
於
て
必
要
な
る
僚
件
は
、
標
準
正
せ
ら
る
、
或
事
質
そ
の
も
の
が
、
通
貨
量
増
械
の
原
岡
正
な
る
場
合

が
あ
っ
て
は
な
ら
肉
こ
ご
で
あ
h
、
こ
の
方
法
仁
於
て
必
要
な

ι僚
件
は
、
標
準
正
せ
ら
る
、
或
事
-M
貝
そ
の
も
の

が
、
通
貨
量
増
減
の
結
果
己
な
る
場
合
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
レ
ご
ピ
で
あ
る
。

苑

詑

第
二
十
一
巻

(
第
一
世
一

C
一一一)

イ
ン
フ
レ

l
シ
オ
ン
の
意
義
井
に
其
標
準
に
就
て

C 
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H
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第
二
十
一
巻

(
第
一
規
一

O
四
)

O 
四

以
上
二
つ
の
方
法
は
、
一
定
時
に
於

t
現
貨
に
造
出
せ
ら
れ
た
る
通
貨
量
が
正
常
な
』
や
否
や
Z

レ
ム
ニ
ぜ

を
、
通
貨
量
の
供
給

v
rを
、
英

f
f正
し
て
或
は
其
舵
町
ご
し
て
後
生
す
る
或
事
貨
を
女
官
標
準
ご
す
る
り
で

あ
る
か
ら
、

z、
れ
に
就
て
は
橡
め
、
其
棋
準
ご
せ
ら
れ
た
る
某
の
或
事
貨
が
如
何
な
る
朕
態
を
墨

L
た
る
時
を
、

正
常
正
し
安
嘗
正
す
る
か
の
酬
明
値
判
断
が
確
立
せ
る
こ
子
宮
要
す
る
で
あ
ら
う
o

然
L
、
筒
、
別
の
方
法
正

L
T

は
、
始
め
よ
&
リ
師
慣
倣
判
断
に
依

τ、
通
貨
を
蛍
然
必
要
記
す
る
正
一
般
に
認
め
ら
る
べ
き
成
事
貨
を
定
め
て
、
某

事
質
的
組
処
化
税
皮
を
桜
準
正
す
る
こ
ご
に
依

τ、
一
定
時
仁
於
け
る
通
貨
量
が
正
常
な
h
や
否
や
を
見
る
こ
ピ
も

考
へ
得
ら
る
、
で
あ
ら
う
。
而
し
て
此
方
法
に
於
て
も
、
必
要
な
る
保
件
は
、
其
楳
準
正
せ
ら
る
、
或
事
貨
が
・

通
貨
量
府
械
の
結
果

Z
L
て
後
生
す
る
場
合
が
あ
っ
て
は
な
ら
必
司
M

ピ
で
あ
る
o

以
上
三
柿

ω方
法
の
中
例
れ
の
方
法
を
採
る
に
し
て
も
、
私
が
必
要
僚
件
己
仁
た
る
も
の
を
充
す
に
足
毛
べ

昔
、
棋
準
ご
す
べ
き
事
貨
を
求
む
る
こ
己
は
訟
ら
〈
不
可
能
の
如
〈
に
忠
は
れ
る
。
縦
時
制
現
象
中
に
於
て
通
貨
量

増
械
の
原
闘
の
み
己
な
h
或
は
結
果
の
み
ピ
な
る
が
如
き
事
質
は
符
在
せ
な
い
様
で
あ
る
o

物
鋼
、
金
利
、
所
得

尉
貨
の
生
産
、
商
取
引
、
人
口
、
官
、

:
:
:
-
t
並
べ
て
見

τも
、
何
れ
も
直
接
間
接
に
、
通
貨
量
増
減
。
原
悶
正

も
な
・
0
結
果
ご
も
な
る
も
の
で
あ
る
o

か
〈
の
如
〈
に
し
て
右
の
必
要
僚
件
を
充
す
に
足
る
も
り
が
存
在
し
な
い
l

て
す
れ
ば
、
此
僚
件
を
撤
去
し
て
、
原
因
又
は
結
川
市
の
何
れ
ご
な
る
か
に
閥
せ
や
、
ハ
町
通
貨
量
的
増
減
の
い
O
Z
平

行
的
文
は
随
伴
的
に
世
密
生
す
る
事
賞
、
或
は
、

B
回
慣
値
判
断
に
依
て
通
貨
量
の
増
減
が
、
そ
れ
ピ
挙
行
的
又
は
随

件
的
に
畿
生
す
る
こ
正
が
蛍
然
必
要
で
ゐ
る
正
一
般
に
認
め
ら
る
べ
き
事
賞
、
か
何
れ
か
を
標
準
正
す
れ
ば
如
何

で
あ
ら
う
、
ピ
考
へ
得
ら
れ
る

G

而
し
て
A
の
方
法
仁
於
て
は
矢
張
b
、
共
楳
曲
中
古
せ
ら
れ
た
る
或
事
貨
が
、

l
f
H
 



如
何
な
る
獄
態
を
呈
し
た
る
時

-
T
E常
正

L
妥
営
ご
す
る
が
の
債
値
判
断
を
要
す
る
で
あ
ら
う
。

3
τ
、
先
に
越
ぺ
た
る
、
多
(
の
論
者
が
掲
げ
て
ゐ
る
イ
ン
ア
レ

l
v
オ
ン
の
定
義
の
中
に
現
は
れ
ゐ
る
イ
ン

プ
レ
ー
し
V

オ
ン
起
否
の
掠
準
ど
な
す
も
の
を
見
る
仁
、
右
A
、
B
何
れ
か
に
該
賞
す
る
事
貨
を
牒
準
正
[
て
ゐ
る

こ
芭
が
制
品
。
印
も
、

pu品
目
の
如
〈
、
通
貨
量
の
増
加
が
な
り
れ
ば
物
債
の
騰
貨
が
起
り
待
な
い
吉
の
理
由
に

よ
っ
て
、
物
債
の
腕
山
小
川
を
イ
ン
フ
レ

l
v
オ
ン
の
起
っ
て
ゐ
毛
棋
準
ご
な
す
の
は
、
「
物
伺
の
騰
落
」
を
以
て
川
仁

該
晶
画
寸
る
事
官
ご
な
す
も
の
で
あ
る
ご
レ
ひ
得
る
。
従
っ
て
此
場
合
に
は
物
慣
が
如
何
な
る
拡
態
を
呈
'
し
た

M
時

h
T
正
常
ピ
す
る
か
の
傾
侃
判
断
を
常
然
要
す
る
事
に
な
る
o

次
に
、
則
貨
の
生
産
、
戒
は
尚
取
引
の
必
要
以
上
に

通
貨
量
が
増
加
す
る
も
の
を
イ
ン
フ
レ

l
v
オ
ン
ぜ
な
す
も
り
は
、
「
則
貨
の
生
産
、
」
或
は
「
両
取
引
の
必
要
」

を
川
に
該
憶
す
る
ま
貝
正
な
す
も
の
で
あ
る
ご
い
ひ
得
る
o

叉

E
n
g
-
Eロ
が
い
へ
る
「
宮
、
相
野
人
互
訪

明
大
仁
肱
す
る
通
貨
の
増
加
は
正
常
ピ
認
め
ら
れ
る
。
イ
ン
ア

ν
1
V
オ
ン
は
異
常
的
精
加
を
意
味
す
る
〕
ご
の

言
句
の
中
の
、
官
、
商
業
、
人
円
ご
い
1

ふ
も
の
も
亦
、
引
に
該
蛍
す
る
事
貨
で
あ
ら
う
o

従
っ
て
是
等
市
川
町
に
該

賞
す
る
標
準
に
就
て
は
、
院
に
一
定

ω偲
値
判
断
が
列
引
ら
れ
て
居
っ
て
、
通
貨
量
の
増
加
が
、
是
等

ω
町営化

る
事
貨
の
増
大
に
耐
加
す
る
こ
ご
の
み
が
一
一
般
に
叫
一
ま
し
〈
、
ぞ
れ
を
正
お
ご
す
る
ご
い
ム
凪
忽
が
合
ま
れ

τゐ
る

わ
け
で
あ
る
o
従
っ
て
阪
に
偲
値
判
断
に
依
て
左
様
に
す
る
こ
ご
が
正
慌
で
ゐ
る
ご
肯
定
す
る
ぜ
す
れ
ば
、
其
標

準
正
す
る
事
質
の
増
減
に
勝
じ
て
通
貨
量
を
増
減
せ
し
む
れ
ば
足
る
で
あ
ら
う
o

然

L
其
倒
値
判
断
が
果
し
て
妥

常
か
否
か
正
い
ふ
こ
Z
は
術
、
獲
し
得
べ
き
問
題
で
あ
る
。
反
之
、
物
同
恨
の
騰
落
を
以
て
い
川
に
該
賞
す
る
も
の
郎

も
通
貨
量
の
増
減
り
み
ご
卒
行
的
又
は
随
仲
的
に
後
生
苛
る
事
賞
ピ
な
す
-
』
E
は
、
其
事
白
煙
が
一
の
問
題
ご
な

設

)1， 

イ
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フ
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蜘
叫
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説

苑

イ
ン
フ
レ

1
シ
オ
ン
の
意
識
井
に
持
棋
唱
に
坑
て

第
二
十
一
巻

(
第
一
腕
一
O
六
)

O 
プミ

っ
て
所
謂
貨
幣
数
量
説
に
閥
櫛
す
る
論
議
を
悲
起
し
得
る
ご
共
に
、
真
に
正
常
吉
す
ぺ
き
物
便
水
準
正
は
如
何
な

る
も
の
で
あ
る
か
の
問
題
、
並
に
、
か
〈
L
て
選
ば
れ
た
る
或
物
価
慣
水
準
が
何
故
に
正
常
で
あ
る
か
の
理
出
を
説

明
す
べ
き
仕
事
が
残
る
こ

t
z
な
る
。

五

物
債
の
騰
落
は
通
貨
量
の
増
減
を
伶
は
ず
し
て

は
後
生

L
得
ざ
る
か
。

今
、
右
の
問
問

ω一
第
二
の
も
の
卸
も
物
債
の
騰
落
が
通
貨
量
の
増
減
ゆ
み
正
一
中
行
的
叉
は
随
伴
的
に
後
生
す
る

事
質
で
ゐ
る
か
否
か
に
就
て
考
察
す
る
。
そ
れ
に
就
て
は
諌
め
通
貨
の
意
義
、
範
囲
を
明
に
し

τ置
く
必
要
が
あ

品。
上
述
し
た
正
こ
ろ
に
於
て
械
々
な
る
論
者
が
周
ぴ
て
ゐ
る
通
貨

(
p
q
g
q
)
其
他
是
己
類
す
る
言
葉
は
其
怠

義
、
範
園
が
必
L
色
一
定
し
て
ゐ
な
い
ぜ
忠
は
れ
る
が
、
山
良
債
引
用
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
此

P
司
自
の
可
の
意

義
、
範
国
に
就
℃
は
英
凶
に
於
て
も
曾
つ

τ諭
守
が
あ
h
今
日
に
於
て
も
向
、
人
に
依
て
其
解
蒋
に
庚
狭
が
ゐ
る

が
、
大
別
す
れ
ば
一
般
的
授
受
性
叉
は
交
換
性
を
有
す
る
も
の
に
限
っ
て
カ

v
v
v
l
z
な
す
も
の
ご
、
延
に

虞
〈
解
秤
す
る
も
の
さ
に
分
?
』
ご
が
出
来
る
Z
思
ム
一
炉
、
今
之
等
の
解
蒋

ω相
違
に
就
て
遁
べ
る
こ
ご
は
省
略

し
(
邑
、
な
が
以
下
に
於
て
、
自
ら
、
通
貨
の
語
を
用
ひ
る
場
合
に
於
て
は
、
是
を
庭
〈
解
蒋
し
‘
荷
も
一
定
の

枇
曾
に
於

τ支
梯
要
兵
ご
し
て
用
ひ
ら
る
、
こ

E
を
主
要
職
分
E
L
共
通
の
一
定
取
位
を
以
て
表
明
せ
ら
れ
て
ゐ

る
手
段
方
便
な
ら
ば
、
其
材
料
及
び
形
式
の
如
何
を
悶
は
争
、
是
を
通
貨
ご
な
宇
も
の
で
あ
る
。
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例])的
は主空

白書
口百

~庄
司 交

す拠
~ t生
E を
ロずF

す
々る

E子 も

('; '" U円 tと

陣
亘る
日も
吾白
骨 D

o nn 
vb に

i1i 方b
て

:ι も刷 、

鬼平 一一す ー
勺舵

;: ~~ 
~J ';と
の 伊

例"を
はす
云と
円-j-
" ，通
邑 E

吋ろ

円の
FF も
Fb 白

は

定
し
て

h 

さ
て
「
物
債
の
騰
落
が
通
貨
量
の
増
減
の
み
古
平
行
的
又
は
随
件
的
に
後
生
す
る
」
ピ
い
ふ
言
葉
の
意
味
は
、
其

騰
落
ご
増
減
正
の
先
後
が
何
れ
の
側
に
あ
る
を
問
は
す
、
物
価
慣
の
騰
落
な
る
も
の
は
団
地
質
量
的
増
叫
酬
を
伶
は
十
し

て
は
後
生

L
得
な
い
も
の
で
あ
る
正
い
ふ
咽
」
正
、
並
に
通
貨
量
り
増
械
を
件
は
な
い
原
闘
に
よ
っ
て
は
物
慣
は
勝

落

L
得
な
い
と
い
u

ム
こ
ご
を
意
味
す
る
o

此
考
へ
は
飢
に
二
言
し
た
る
が
如
(
、
の
Eω
止
の
い
ふ
己
こ
ろ
で
あ

る
。
然

L
花
は
、
絶
謝
無
保
件
に
此
主
張
が
成
立
す
る
か
否
か
を
疑
ふ
。

彼
は
「
物
司
般
の
勝
良
は
、
財
貨
の
鋭
き
需
要
|
|
此
鋭
き
需
裂
が
大
戦
中
仁
(
存
在
し
た
喧
』
正
は
)
勿
論
戚
や
し
め

た

Myt--に
基
〈
も
の
で
ゐ
る
己
い
ふ
、
多
〈
用

οら
れ
た
る
議
論
は
誤
れ
る
も
の
で
あ
る
o

財
貨
の
需
要
は
、

若

L
ぞ
れ
が
経
済
的
意
義
を
持
つ
べ
き
も
の
な
ら
ば
、
支
挑
能
力
に
依
て
支
持
せ
ら
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
色
白

h

zい
っ
て
英
論
旨
を
進
め
て
ゐ
る
。
勿
論
、
財
貨
仁
謝
寸
る
需
要
な
る
も
の
が
経
済
的
政
義
を
持
つ
た
め
に
は
、

支
榔
能
力
換
言
す
れ
ば
通
貨
の
後
援
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
・
的
h
A
h
需
要
は
有
数
的
需
要
(
内
司
日
民
話
母
ヨ

Eι)
で

な
げ
れ
ば
な
ら
泊
。
従
っ
て
個
々
の
物
の
倒
桁
(
此
倒
格
は
車
に
其
呼
品
川
で
な
〈

L
て
貞
由
民
せ
ら
れ
た
る
債
格
で

あ
る
古
し
て
)
が
従
来
よ
り
も
勝
賞
し
た
ざ
い
ふ
こ

z

己
は
，
比
九
物
の
一
定
分
量
に
射
し
て
通
貨
が
従
来
よ
h
も
多

〈
支
挑
は
れ
た
ヨ
】
芭
を
意
味
す
る
、
例
へ
ば
従
来
三
回
で
買
ひ
得
た
ご
同
一
の
机
を
A
1
目
玉
闘
で
貿
っ
た
な
ら
ば
、

二
国
主
従
来
よ

h
も
多
〈
の
通
貨
を
支
掛
っ
た
の
で
あ
る
o

乍
然
、
蝦
ム
リ
に
以
前
に
は
十
億
困
の
活
貨
を
以
て
、

一
種
の
品
物
に
千
万
開
宛
の
割
合
で
育
関
の
品
物
の
或
分
量
が
買
は
れ
た
ピ

L
、
並
(
時
を
基
準
ご
し
て
其
百
組
の

設

苑

イ
ン
フ
レ

1
シ
オ
ン
の
窓
義
#
に
其
融
市
町
に
就
て

都
二
十
一
番

(
第
一
腕
一

O
七
)

。
一七

;
J刊
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H
H
t
t
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f
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k
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h
l
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f
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パ

l
u
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J
H
O
Y
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-
u
v
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L
l
h

や
ら
m
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t
i
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関
川
柳
川
崎

H
A
u
l
-
-川
j
“
小
川

P
J
I
M
H
H
1
1斗

苑

設

イ
シ
フ

ι
1
シ
オ
ン
的
意
識
井
に

H
楳
単
に
就
て

第
二
十
一
巻

(
部
一
一
瞬
一
「
八
)

「コ
ノL

品
物
の
其
時
的
責
買
価
問
格
を
(
其
資
質
酬
明
絡
は
一
一
種
の
ロ
聞
物
に
就
て
凡
て
均
一
ご
し
て
)
各
々
一

O
Oで
現
は

L
、

英
れ
を
単
純
に
算
術
挙
均
し
た
る
物
債
水
準
が
一

O
の
で
あ
る
ご
す
る
。
次
に
北
日
後
に
於

τ、
同
じ
十
億
園
の
通

貨
を
以

τ、
同
じ
百
柿
の
品
物
が
購
買
せ
ら
れ
た
が
、
共
割
合
が
以
前
山
知
〈
一
一
刊
の
品
物
に
就

τ千
万
困
宛
で

は
な
く
[
て
、
或
品
物
に
は
二
千
万
圏
、
三
千
万
回
、
叉
或
品
物
に
は
五
百
万
国
・
七
百
万
岡
正
い
ふ
品
切
に
積
々

臭
っ
た
割
合
で
民
は
れ
た
ご
す
る
な
ら
ば
、
共
時
の
百
秘
の

nm
物
の
氏
買
剛
恨
格
の
各
例
別
指
数
が
以
前
の
基
準
一

C
Cに
射
し
て
戒
は
多
〈
な
h
或
は
少
〈
な
る
が
、
ぞ
れ
を
先
的
如
〈
曜
純
仁
算
術
平
均
し
た
鮎
川
本
が
同
じ
{
一

O
O
E
な
る
で
あ
ら
う
か
o

是
れ
が
γ
ん
の
如
(
に
一

O
O
ど
な
る
た
め
に
は
、
従
来
千
万
同
宛
支
梯
は
れ
て
一

O

O
で
ゐ
っ
た
も
の
が
、
二
千
万
岡
支
抑
は
れ
て
ニ

O
Oぜ
な
b
・
三
千
万
岡
支
抑
は
引
て
一
ニ

O
o
tな
h
、
五
百

万
岡
支
搬
は
れ
て
五

O
ご
な
る
己
い
ム
風
仁
、
其
品
物
の
購
買
に
向
げ
ら
れ
る
通
貨
の
分
量
ご
正
比
例
的
に
側
々

り

n
m物
の
倒
仙
柑
が
艇
す
る
》
」
ご
を
要
す
る
で
あ
ら
う
o

然
L
質
際
に
於
て
川
市

t
て
そ
う
い
ふ
同
時
に
な
る
で
あ
ら
う

か
。
判
払
は
出
4
4

ろ
次
的
如
(
な
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
ピ
思
ム
。
例
へ
ば
、
米
に
謝
し
て
従
来
一
億
岡
支
抑
は
れ
て

ゐ
た
も
の
が
、
人
口
が
増
加
し

τ米
ω
需
要
が
墳
加
し
て
一
億
五
千
万
岡
支
抑
は
れ
る
ニ
正
に
成
っ
た
正
す
る
o

若
し
此
場
合
に
共
剥
合
金
慨
の
通
貨
が
以
前
正
同
様
に
十
億
岡
で
あ
る
ご
す
れ
ば
、
米
に
向
げ
ら
れ
た
五
千
万
聞

の
増
加
丈
は
、
何
か
仙
の
品
物
的
購
買
を
差
按
ゆ
る

-
M
E
に
依
て
生
み
山
吉
れ
ね
ば
な
ら
泊
、
般
ち
に
ダ
イ
ヤ
毛

y

ド
か
ら
千
高
岡
、

白
働
事
か
ら
四
千
百
内
岡
取
ら
れ
た
ご
す
れ
ば
、
米
、

需
要
が
五
割
増
加
し
た
が
米
産
頒
は
急
に
増
加
し
な
い
か
ら
、

ダ
イ
ヤ
毛
ン
ド
、
自
倒
一
阜
の
そ
れ
ト
¥

の
債
総
は
ど
う
な
る
か
。

米
の
附
倒
防
怖
は
、

。
O 

か
ら
二

O
O
に
も
上
る
か
も
知
れ
泊
。

ダ
イ
ヤ
屯
Y

ド
は
需
要
が
一
川
削
減
少
[
に
が

(
従
来
一
倍
国
支
仙
酬
は
れ
た



川崎哨端機

t
し
て
、
以
下
同
縫
)
宥
修
口
問
で
あ
る
か
ら
一

O
Oよ
り
七

O
E
三
割
も
債
権
が
下
落
す
る
で
ゐ
ら
う
。
一
史
に
白
働

車
は
四
制
の
需
要
減
少
を
来
し
花
が
共
倒
格
は
一
の
一

O
よ
り
下
っ
て
六
O
位
に
止
っ
て
ゐ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
今
、

此
の
三
つ
の
品
物
丈
の
算
術
平
均
を
=
れ
は
‘
前
の
令
計
三

O
O卒
均
一

O
Oよ
h
今
は
合
計
三
三

O
平
均
一

O
Z
な
る
。

斯
〈
の
如
〈
に
し
て
、
凡
て
の
品
物

ω購
買
に
向
げ
ら
る
、
通
貨
の
金
量
は
従
前
E
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
各
種

の
品
物
各
々
の
勝
山
貝
に
向
り
ら
る
、
通
貨
の
部
分
量
が
従
前
ご
同
じ
で
な
い
た
め
仁
、
物
倒
水
準
が
以
前
己
同
一

で
な
い
こ
ど
が
起
b
得
る
ご
思
ム
。
勿
論
共
結
果
は
常
に
物
倒
水
率
の
勝
賞
ば
か
・
り
で
は
な
〈
、

th
下
落
も
起
h'

得
る
で
あ
ら
う
が
・
兎
に
品
川
、
通
貨
全
量
一
か
従
来
よ
b
も
増
加
せ
す
ご
も
か
、
る
仰
別
欄
絡
の
畿
化
l

|
共
稜
化

は
或
は
綱
々

ω品
物
の
供
給
盈
の
増
減
或
は
立
(
需
要
の
増
減
戒
は
此
繭
者

ω組
合
せ
の
起
る
-
エ
」
等
に
基
〈
ー
ー

を
通
じ
て
、
物
価
問
水
準
の
騰
貨
が
辿
り
得
る
こ
ご
が
可
能
で
あ
る
か
ら
、
。
白
色
の
い
ふ
如
〈
、
物
慣
が
騰
貴
す

る
た
め
に
は
慌
に
必
中
狐
貨

ω
増
加
が
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
正
い
そ
}
ご
は
絶
劃
的
に
は
主
張
し
得
な
い
古
思
ふ
の

で
あ
る
。
又
、
従
っ
て
、
物
価
恨
の
腕
落
が
通
貨
量
の
増
減
の
み
正
平
行
的
又
は
陥
件
的
仁
後
生
す
る
市
中
府
民
で
ゐ
る

Z
は
、
絶
謝
的
に
主
張
し
得
な
い
こ
正
、
な
る
。
放
に
物
般
の
騰
落
を
以
て

t
一
時
の
通
貨
量
が
疋
常
な
h'
や
五
円
や

を
知
る
標
準
己
な
す
こ
ご
は
精
確
な
方
法
で
は
な
い
w

こ
ピ
に
な
る
。
只
、
通
貨

ω全
量
が
増
加
(
又
は
減
少
)
せ
や

L
て
は
.
物
倒
水
準
が
長
い
間
継
綴
的
に
絶
え
ず
勝
良
(
又
は
下
落
)
の
一
路
を
の
み
辿
る
ご
い
そ
』
正
は
起
b
得

ない
I

ご
い
ふ
こ
正
に
り
は
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
o

但

L
其
騰
段
叉
は
下
裕
一
方
の
総
紋
期
間
が
如
何
税
で
あ
っ
た

ら
、
通
貨
の
増
加
又
は
減
少
が
生
じ
た
ニ
芭
の
諮
捺
ご
な
し
得
る
や
否
や
は
不
明
で
あ
る
。
是
が
明
瞭
に
な
る
た

話

現包

イ
ン
フ
レ

1
ジ
オ
シ
の
詮
議
井
に
其
棋
昨
に
就
て

銀
二
十
一
巻

?
則
一
一
瞬
一
の
九
)

O 
;1， 

， ， 

I ''1 

ー

1
1
J
J
l

h
~
川
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h
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r
m
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L
f
l
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ρ
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i詑

苑

イ
ン
ア
レ

I
シ
オ
シ
心
意
義
井
に
比
棋
串
に
就
て

〈
第
一
一
世
ご

O
)

第
二
十
一
審

o 

め
に
は
、
先
に
逃
べ
た
る
如
き
、
通
貨
量
の
増
加
又
は
減
少
な
〈

Lτ
生
じ
得
る
物
価
問
水
準
騰
落
の
可
能
的
限
界

が
一
不
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

)
 

肉
、
必
に
付
言
す
ぺ
き
司
」
E
は
、
同
の
方
法
却
も
通
貨
量

ω増
減
が
平
行
的
に
件
ふ
こ
ど
が
常
然
必
要
で
あ
る

ご
認
め
ら
れ
る
事
賞
を
、
師
闇
値
判
断
仁
依
て
一
定
し
て
・
之
を
標
準
ど
す
る
こ
正
が
正
常
で
あ
る
ご
す
る
場
合
に

於

τも
、
何
故
に
そ
れ
を
正
常
ピ
す
る
か
ど
い
ふ
理
由
が
、
そ
れ
を
川
崎
準
ピ
す
る
こ
ご
に
依
-1
、
物
倒
水
準
に
何

等
り
強
化
を
生
じ
な
い
ご
い
ム
の
で
ゐ
れ
ば
、
是
亦
今
L
が
た
述
ぺ
穴
る
ど
こ
ろ
に
依

τ組
制
剖
的
に
は
維
持
し
難

い
こ
正
仁
な
る
o

従
っ
て

HLrgrg
が
「
如
何
な
る
形
式

ω泌
貨
で
も
北
(
過
剰
又
は
過
多
に
於

τ治
川
せ
ら
れ

る
プ
フ
ク
ア
イ
カ
ル

-
F
λ

ト
は
北
(
滅
債
で
あ
る
」
ピ
な
し
、
民
に
通
貨
の
減
般
に
は
一
般
的
減
側
ご
特
殊
的
滅
的

己
が
ゐ
る
が
、
イ
Y

フ
V
1
ジ
オ
ジ
に
就

τ問
題
正
な
る
の
は
寧
ろ
一
般
的
減
別
個
で
あ
る
ご

L
、
而
し
て
此
一
般

的
減
傾
(
戒
は
背
的
論
者
が
明
へ
た
る
会
通
貨
(
門
宵
え
】

o
r
n
z
z
g
q
)
の
倒
付
加
の
縫
化
)
の
引
何
度
は
、
常
川
せ
ら

れ
る
物
被
指
政
(
同
町

C
E
E
E
-
m
E
q
z
n
等
的
)
に
て
琉
ま
し
測
定
せ
ら
れ
る
」
ご
過
で

H
同
附
に
前
掲
の
如

〈
、
「
官
、
商
業
、
人
口
等
の
増
大
に
勝
争
る
通
貨
の
増
加
が
正
市
己
認
め
ら
れ
る
。
イ
ン
フ
レ

l
シ
オ
ン
は
呉

川
刊
の
増
加
を
意
味
す
る
」
己
レ
つ

τゐ
る
が
、
若
し
此
一
百
の
中
仁
、
官
、
商
業
、
人
口
等
の
増
大
に
感
じ
E
通
貨

の
増
加
を
行
へ
ば
、
市
仁
物
倒
水
準
の
勝
負
が
一
生
じ
得
な
い
ご
い
ふ
意
味
合
合
ん
で
ゐ
る
な
ら
ば
・
阪
逃

ω理
向

仁
依
て
、
か
、
る
意
味
の
憐
採
は
紙
保
件
に
は
許

L
難
ハ
ー
こ
ご
に
な
る
で
あ
ら
う
。

士
日

A
団

ゆ

車

三

l

以
上
、
私
は
多
〈
の
論
者
が
輿
へ
て
ゐ
る
イ
ン
フ
レ

l
v
ォ
ジ
の
意
義
又
は
定
義
に
就

τ、
其
意
味
及
び
論
抽
陣

J. S. Nicl101sol1. op. cit. p. 62 1) 
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ご
す
る
思
想
を
推
究
Lτ
批
評
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
多
〈
の
論
者
が
イ
Y

プ
レ

l
v
ォ

y
漣
否
の
標
準
記
し

て
ゐ
る
物
価
慣
水
準
の
騰
落
な
る
事
貨
は
・
上
越
の
如
〈
、
論
者
の
奥
へ
て
ゐ
る
イ
ン
フ
レ

l
y
オ
ン
存
否
の
標
準

ご
し
て
は
甚
だ
不
明
確
な
る
を
免
れ
な
い
。
エ
キ
ス
バ
Y

V

オン

Z
調
は
る
、
場
合
に
も
物
倒
勝
氏
は
起
h
得
る

し
、
通
貨
量
が
商
取
引
又
は
財
貨
生
産
上
の
必
要
に
の
み
基
レ

τ供
給
せ
ら
れ
た
場
合
に
も
其
騰
貨
は
可
能
で
ゐ

る
。
勿
論
・
物
倒
水
準
の
紋
態
に
依

τイ
Y

7

V

1

V
ォ

v
t
然
ら
ぎ
る
場
合
子
乞
分
?
』
正
が
出
来
れ
ば
甚
H
h

簡
明
な
る
棋
準
で
あ
っ
て
、
議
に
長
所
が
存
在
す
る
が
、
目
下
の
調
査
及
び
研
究
で
は
共
区
別
が
出
来
て
ゐ
な

い
。
且
叉
、
物
領
水
準
の
騰
落
を
以
っ
て
イ
ン
フ

v
l
v
ォ

y
h
r
否
か
を
磁
別
す
る
楳
準
〉
と
す
る
ミ
ご
は
、
飢
に

生
じ
た
結
川
市
に
依

τ制
断
を
試
み
謝
策
を
立

τ
る
こ
正
に
な
る
か
ら
、
曲
四
め
イ
ン
フ
レ

1
U
オ
ン

ω起
る
こ
己
を

防
止
す
る
上
に
多
少
場
き
に
過
ぎ
る
憾
み
が
あ
る
。
反
之
、
強
め
刷
闇
値
判
断
に
依
て
、
高
T

行
的
仁
川
迎
貨
量
の
増
減

す
る
事
が
望
ま
し
い
古
す
る
事
貨
を
標
準
ご
す
る
こ
さ
は
、
一
旦
生
じ
た
る
結
果
よ
ち
測
っ
て
針
策
を
立
て
る
よ

'
り
も
鋭
れ
て
ゐ
る
か
、
其
標
準
E
す
る
事
質
を
何
に
求
め
る
か
、

E
つ
北
(
事
貨
を
ニ
つ
以
上
採
る
な
ら
ば
其
配
合

を
如
何
に
定
め
る
か
い
難
し
い
問
題
ご
な
る
。

是
等
の
欠
勤
或
は
因
輔
の
存
す
る
が
故
仁
か
、
一
二
の
論
者

ω如
き
は
イ
ン
フ
レ

1
V
オ
ン
を
定
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